
 

船舶インシデント調査報告書 

平成３０年４月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（燃料供給不能） 

発生日時 平成２９年８月２１日 １７時００分ごろ 

発生場所 沖縄県竹富町竹富島南西方沖  

 竹富島南水路第５号灯標から真方位２６１°１,９４０ｍ付近 

 （概位 北緯２４°１８.４′ 東経１２４°０４.４′） 

インシデントの概要  プレジャーボートラッキーⅡは、航行中、船外機が運転できなくな

り、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 平成２９年８月２４日、主管調査官（那覇事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート ラッキーⅡ、１.１トン 

 ２９６－２４２０９沖縄、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 約２.０ｍ 

竹富町には、平成２９年８月２１日０４時１３分に波浪注意報が発

表され、本インシデント時も継続中であった。 

インシデントの経過等  本船は、船長が１人で乗り組み、知人２人（以下「同乗者」とい

う。）を乗せ、沖縄県石垣市浜崎マリーナに向けて竹富島南西方沖を

航行中、船外機が停止した。 

船長は、燃料系統を確認して燃料油が燃料油タンク（容量約４５

ℓ）に約１５ℓあったものの、ゴム製のプライマリポンプの硬化により

送油できないことを認め、家族を介して海上保安庁に救助を要請し

た。 

 船長は、本船を錨泊させ、同乗者と共に巡視艇に救助されて浜崎マ

リーナに到着した。 

 本船は、翌日、船長の友人の船でえい
．．

航され、その間、船長が新た

なプライマリポンプに交換した後に燃料系統から空気抜きを行って船

外機を復旧させ、浜崎マリーナに入港した。 

 

 船長は、ふだん、船外機を始動させる際、プライマリポンプで燃料

系統の空気抜きを行っておらず、同ポンプを約２年前に交換したもの

の、点検を行っていなかったので劣化していることに気付かなかっ

た。 

分析  本船は、竹富島南西方沖を航行中、船外機の燃料系統に空気が混入



 

したことから、船外機に燃料油が供給されず、船外機が運転できなく

なり、運航不能となったものと考えられるが、船長から情報が十分に

得られなかったため、空気が混入した状況を明らかにすることはでき

なかった。 

 船外機は、プライマリポンプが劣化していたことから、燃料系統に

空気が混入した際、船長が空気抜きを行うことができなかったものと

考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、竹富島南西方沖を航行中、船外機の燃

料系統に空気が混入したため、船外機に燃料油が供給されず、船外機

が運転できなくなったことにより発生したものと考えられる。 

 船長が、船外機の燃料系統に空気が混入した際、空気抜きを行うこ

とができなかったのは、船外機のプライマリポンプが劣化していたこ

とによるものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等よる被害の軽減に役立つ事項として、次のことが

考えられる。 

 ・プライマリポンプの作動状況を点検し、定期的に交換すること。 

 


